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.NET環境への移行に伴ない、データ

ベースの構築に利用するADO（ActiveX

Data Objects）もADO.NETへと変わり、

開発方法も大きく様変わりしました。

今回はADO.NETを利用して、Visual

Basic .NET（以下VB.NET）のフォー

ムにAccessのデータを読み込んだり、

編集した内容をAccessに反映できる、

シンプルなデータベースを作成します。

ADO.NETを使うのが初めてという方

にも、「まずは、作ってみる」作業を通

じて、ADO.NETの概略と基本的なデ

ータベース構築術を理解していただけ

るように、順を追って手順を解説して

ゆきたいと思います。

通常、Accessで構築したデータベー

スは、複数のテーブルで構成されてい

ます。VB.NETのフォームから接続し

てデータを読み込む場合でも、複数の

テーブル情報を必要とするケースが多

いでしょう。ただし、今回は「いかに

してAccessに接続してデータを取り出

し、編集内容をフィードバックするか」

という点にフォーカスするため、あえ

て単一のテーブルを扱うようにしまし

た。もちろん、ADO.NETでは読み込ん

だ複数のテーブル情報を管理し、リレ

ーションシップの設定を行なうことも

できるのですが、それはまた別の機会

にお話ししたいと思います。

具体的には、Accessの「会員管理

.mdb」データベースファイルにある、

「T_会員リスト」というテーブルをVB

.NETのフォームに表示し、そのフォー

ム上で編集ができるというサンプルを

作成します（図1）。データベースの大

まかな仕様は次のとおりです。

・フォームを表示する際に、フォーム

に配置したデータグリッドコントロ

ールにデータを表示する

・データグリッドコントロール上で行

なった、データの編集／追加／削除

といった処理は、フォーム上の［更

新］ボタンを押すことで、元データ
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Accessファイルのテーブルに反映す

る

・［終了］ボタンが押された場合、内

容の変更が行なわれているかどうか

をチェックし、変更されている場合

には、変更内容を反映するかどうか

を選択できるようにする

データベースを作成する手順は、大

きく分けて2つです。

Step データソースとなるAccessか

らデータを取り出し、「データセット」

を作成します。「データセット」とは、

データソースから必要なデータを取

り出し、そのデータを仮想のデータベ

ースとして操作できるようにするも

のです。

Step このデータセットを操作して

VB.NETのフォームにデータを表示

します。

この2つの大きなステップを踏まえた

うえで、早速データベースの作成に取

り掛かりましょう。

データセットの作成

それでは、最初のステップです。デ

ータソースとなるAccessファイルから

データセットを作成します。といって

も、ポンッとワンタッチで作成できる

わけではありません。データセットを

作成するためには、データソースに対

し「データ接続」を行ない、さらに、
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データベースを操作するのに欠かせな

い「データアダプタ」を用意して、よ

うやくデータセットを作ることができ

ます（図2）。

それぞれの役割は、また後ほど触れ

ることにして、まず「データ接続」の

部分に取り掛かることにしましょう。

データ接続の作成

データソースからのデータセット作

成は、いちからコードを記述してプロ

グラムすることもできますが、コーデ

ィング量はかなりのものとなり、決し

て簡単な作業ではありません。実は、

このようなプログラミングの負荷を軽

減するために、メニューを操作したり

ウィザード画面に従うだけで、自動的

にコードを生成する機能が用意されて

います。ここでは、この方法で作業を

進めることにします。

まずは、Windowsアプリケーション

用の新しいプロジェクトを作成してく

ださい。このサンプルでは、プロジェ

クト名を「MemberDB」とします。

次にメニューから［表示］-［サーバ

ーエクスプローラ］を選び、「サーバー

エクスプローラ」ウィンドウを表示し

ます。このウィンドウを利用して、

Accessへの接続情報を設定する「デー

タ接続」を作成することができます。

ウィンドウを表示したら上部にある

［データベースへの接続］ボタンをクリ

ックします（図3）。
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スへの接続を操作する

［データベースへの接続］ボタン

データベース作成
～2つのステップ




